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平成２６年度努力目標 
 
       ◆ 各教科とキャリア教育との関連性を正しく理解し、教科における活動を実践する。 

       ◆ 本年度の方向性「学力の向上」「生活力の向上」「家庭・地域との連携」を柱に、小中高一貫教育を推進する。 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 学力の充実と向上を図る。 

① 学習のつまずきを究明し、その対策を講じるとともに、学習指導法の工夫と改善に努める。 

② 毎日の家庭学習2時間以上を基本として、進路実現を図るための学力を身につけさせる。 

 

(２) 基本的生活習慣の確立を図り、規範意識の高揚に努める。 

① きちんとしたあいさつや 服装、身だしなみなど、学校生活でのルールや時間を守る指導を徹底する。 

② 生徒一人ひとりを正しく理解し、心と心が通じ合った、いじめのない学校づくりに努める。 

 

(３) 進路指導の充実を図る。 

① ３年間の進路指導計画を整理し、体系的・組織的な指導を行う。 

② 生徒一人ひとりの学力を分析し、学習のあり方など、個々の生徒に応じたきめ細かな進路指導を 

実践する。 

 

(４) 小中高一貫教育の内容の充実を図る。 

① 小中高一貫教育の内容の工夫を図り、その成果を検証し、改善に努める。 

② 地域保護者との連携を強化し、郷土を愛し、郷土に貢献しようとする心を育てる。 

   

※ 評価について（４段階評価で実施） 

 ４：十分達成している 

 ３：おおむね達成している 

 ２：どちらかというと達成されていない 

 １：ほとんど達成されていない 

 


